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昭和50年度 消費生 活モニ ター

募集（応募期限 ３月15日まで）

山
口
県
で
は

昭
和
5
0
年
度
消

費
生
活
モ
ニ
タ

ー
を
広
く
県
民

か
ら
次
の
要
領

で
募
集
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
応

募
希
望
者
は
3

月
1
5
口
ま
で
に

役
場
国
保
衛
生

係
に
申
込
ん
で

下
さ
い
。

【
募
集
要
領
】

1
、
目
的消

費
生
活

に
関
す
る
消

費
者
の
意
見

苦
情
を
広
く

収
集
し
て
消
費
者
問
題
の
発

生
傾
向
を
常
に
は
握
し
、
県

並
び
に
市
町
村
の
消
費
者
行

政
の
推
進
に
資
す
る
た
め
、

民
間
の
協
力
者
と
し
て
消
費

生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
い
た

し
ま
す
。

２
、
募
集
人
員

日
置
村
割
当
人
員
　
２
名

（
県
下
1
3
2
名
）

3
、
応
募
方
法

役
場
国
保
衛
生
係
に
備
え

つ
け
て
あ
る
申
込
書
に
記
入

の
う
え
提
出
し
て
下
さ
い
。

４
、
申
込
受
付
期
限

昭
和
5
0
年
3
月
1
5
日

５
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
の
依

頼県
に
お
い
て
選
考
を
行
な

い
、
４
月
上
旬
に
本
人
に
通

知
し
ま
す
。

６
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
の
仕

事
１
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
へ
の

協
力

２
市
町
村
の
消
費
者
行
政
へ

の
協
力

３
研
修
会
へ
の
出
席

４
苦
情
や
意
見
の
提
出

７
、
任
期昭

和
5
0
年
４
月
か
ら
昭
和

5
1
年
3
月
3
1
日
ま
で

人 口 と 世 帯
( 3月1日現在)

人　　囗　　　5. 5 5 2 人
男　　2. 601人
女　　2. 951人

世帯数　　　1. 434世帯

昭 和50 年３ 月１ 日

よ
く
考
え
た
一
票
を

選
挙
権
行
使
の
五
原
則

民
主
政
治
で
は
、
選
挙
を
通

じ
て
政
治
に
参
加
す
る
の
が
建

前
で
あ
り
、
そ
の
主
旨
か
ら
、

ま
ず
投
票
へ
の
参
加
に
意
義
が

あ
る
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

あ
な
た
の
一
票
は
数
学
的
に
は

有
権
者
総
数
の
何
万
何
千
分
の

一
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
選
挙

と
い
う
し
く
み
の
中
で
は
、
そ

の
一
票
だ
け
で
も
現
実
に
当
落

の
結
果
を
変
え
得
る
力
を
秘
め

て
い
る
の
で
す
。
一
票
と
し
て

は
ま
こ
と
に
と
り
と
め
も
な
く

又
頼
り
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
て

も
、
そ
の
集
積
に
よ
り
国
、
県

市
町
村
の
政
治
が
方
向
づ
け
ら

れ
ま
す
。
統
一
地
方
選
挙
が
近

ず
く
に
あ
た
り
、
次
の
五
原
則

を
改
め
て
か
み
し
め
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

一
、
自
分
が
主
権
者
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
す
る
。

※
　
あ
な
た
が
政
治
の
主
役

で
す
。
他
人
ま
か
せ
で
、

政
治
を
汚
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

二
、
投
票
を
通
じ

て
政
治
に
参
加

す
る
こ
と
を
自

覚
す
る
。

※
　
選
挙
の
主

役
は
あ
な
た

で
す
。
あ
な

た
の
権
利
を

正
し
く
使
い

ま
し
ょ
う
。

三
、
自
分
の
自
由

意
志
に
よ
り
投

票
す
る
こ
と
を

自
覚
す
る
。

※
　
だ
れ
を
選
ぶ
か
は
、
ま

っ
た
く
あ
な
た
の
自
由
で

す
。
他
人
の
意
志
に
惑
わ

さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

四
、
自
分
の
身
代
り
と
な
る
適

格
者
を
選
ぶ
こ
と
を
自
覚
す

る
。

※
　
選
挙
は
、
あ
な
た
に
代

っ
て
政
治
に
た
ず
さ
わ
る

人
を
選
ぶ
こ
と
で
す
。
あ

な
た
の
身
代
り
に
ふ
さ
わ

し
い
代
表
を
選
び
ま
し
ょ
う

五
、
選
挙
権
は
絶
対
に
冒
と
く

さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

を
自
覚
す
る
。

※
　
選
挙
違
反
は
、
み
ん
な

の
良
心
を
裏
切
る
悪
質
な

犯
罪
で
す
。
こ
の
よ
う
な

犯
罪
に
ま
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
、
強
い
勇
気
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

◎
重
度
の
身
体
障
害
者
で
、
郵

便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受

け
て
い
る
者

不
在
者
投
票

◎
投
票
日
に
次
の
理
由
に
よ
り

投
票
所
へ
行
け
な
い
と
き

・
投
票
区
の
区
域
外
で
職
務
又

は
業
務
に
従
事
中

・
や
む
を
得
な
い
用
務
、
事
故

の
た
め
村
外
に
旅
行
、
滞
在

中
・
病
気
、
老
衰
、
不
具
等
の
だ

め
歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ

注
　
県
議
選
挙
に
つ
い
て
は
県
内

の
他
の
選
挙
区
に
転
出
し
て

も
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

間
は
で
き
る

選
挙
人
名
簿
の
追
加
登
録

◎
選
挙
人
名
簿
に
名
前
が
の
っ

て
い
な
い
と
選
挙
の
と
き
投

票
が
で
き
ま
せ
ん
。

◎
日
置
村
に
永
く
住
ん
で
い
て

も
住
民
基
本
台
帳
（
住
民
票

）
に
の
っ
て
い
な
い
と
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
い
の

で
是
非
一
度
お
確
か
め
下
さ

い
。

選
挙
す
る
議
員
の
定
数

投
　
票
　
日

告
示
（
立
候
補
届
出
は
じ
ま
る
）

選
挙
の
こ
こ
ろ
え

◎
不
在
者
投
票
の
請
求
は
４
月

９
日
ま
で
に
本
人
が
署
名
し

た
申
請
書
に
よ
り
、
郵
便
投

票
証
明
書
を
添
え
て
行
な
う

◎
縦
覧
期
間

3
月
1
9
日
～
3
月
2
3
日

◎
不
在
者
投
票
期
間
は
、
４
月

1
日
か
ら
４
月
1
2
日
ま
で
、

毎
日
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午

后
５
時
ま
で

◎
不
在
者
投
票
す
る
人
は
印
鑑

持
参
の
上
、
備
付
の
宣
誓
書

を
提
出
す
る
こ
と
。
指
定
病

院
や
施
設
に
入
所
し
て
い
る

人
は
、
入
所
先
で
手
続
き
を

と
り
ま
す
。
（
こ
の
外
滞
在

地
で
投
票
も
で
き
ま
す
が
手

続
き
が
ふ
く
ざ
つ
で
す
の
で

選
管
に
お
問
合
せ
下
さ
い
）

◎
被
登
録
資
格
に
つ
い
て
は
3

月
1
7
日
現
在

・
年
令
要
件
…
選
挙
期
日
に
よ

り
算
定
す
る
の
で
、
昭
和
3
0

年
4
月
1
4
日
以
前
に
生
れ
た

も
の
。

・
住
所
要
件
…
基
準
日
に
よ
り

算
定
す
る
の
で
、
昭
和
4
9
年

1
2
月
1
7
日
ま
で
に
住
民
票
が

作
成
さ
れ
（
転
入
者
に
つ
い

て
は
転
入
届
を
し
た
日
）
、

引
き
続
き
３
ヵ
月
以
上
住
民

票
に
記
録
さ
れ
て
い
る
者
。

大
津
郡
　
1
人

４
月
1
3
日

午
前
７
時
よ
り
午
后
６
時
ま
で

村
内
4
投
票
所

４
月
1
日

県
議
会
議
員
選
挙

◎
不
在
者
投
票
の
請
求
は
４
月

2
3
日
ま
で
に
本
人
が
署
名
し

た
申
請
書
に
よ
り
、
郵
便
投

票
証
明
書
を
添
え
て
行
な
う

◎
縦
覧
期
間
　
．
，
　
，

４
月
1
7
日
～
４
月
2
1
日

◎
不
在
者
投
票
期
間
は
、
４
月

2
0
日
か
ら
４
月
2
6
日
ま
で
、

毎
日
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午

后
5
時
ま
で
。

◎
不
在
者
投
票
を
す
る
人
は
、

県
議
会
議
員
選
挙
と
同
じ
。

◎
被
登
録
資
格
に
つ
い
て
は
４

月
1
5
日
現
在

・
年
令
要
件
　
選
挙
期
日
に
よ

り
算
定
す
る
の
で
、
昭
和
3
0

年
４
月
2
8
日
以
前
に
生
れ
た

も
の
。

・
住
所
要
件
　
基
準
日
に
よ
り

算
定
す
る
の
で
、
昭
和
5
0
年

1
月
1
5
日
ま
で
に
住
民
票
が

作
成
さ
れ
（
転
入
者
に
つ
い

て
は
転
入
届
を
し
た
日
）
、

引
き
続
き
3
ヵ
月
以
上
住
民

票
に
記
録
さ
れ
て
い
る
者
。

日
置
村
　
1
8
人

４

月
2
7
日

午
前
７
時
よ
り
午
后
６
時
ま
で

村
内
４
投
票
所

４
月
2
0
日

村
議
会
議
員
選
挙

３ 月２ ５ 臼
電 気記念日

明
治
1
1
年
我
が

国
で
初
め
て
電
灯

が
つ
い
て
今
年
で

満
9
7
年
に
な
り
ま

す
。現

在
、
中
国
電

力
で
は
水
力
1
7
％
、

火
力
7
5％
、
原
子
力
８
％
で
、

ほ
と
ん
ど
石
油
に
た
よ
っ
て
お

り
ま
す
。

中
国
電
力
で
は
増
え
る
需
要

を
ま
か
な
う
た
め
に
、
発
電
所

の
建
設
を
は
か
る
と
と
も
に
安

全
と
自
然
環
境
保
全
に
積
極
的

に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

（
中
国
電
力
長
門
営
業
所
）

毒ガスエ場旧従業員の皆さんへ

戦
時
中
に
旧
陸
軍

東
京
第
二
造
兵
廠
忠

海
製
造
所
で
働
い
て

い
た
人
、
ま
た
は
戦

後
工
場
の
処
理
作
業

に
従
事
さ
れ
た
人
で

ま
だ
私
ど
も
の
と
こ

ろ
に
申
し
出
ら
れ
て

い
な
い
人
を
さ
が
し

て
お
り
ま
す
。

工
員
と
か
臨
時
工

養
成
工
、
徴
用
工
、

学
徒
動
員
、
学
徒
引

卒
、
女
子
挺
身
隊
員

勤
労
奉
仕
、
婦
人
会

人
夫
、
雇
人
、
あ
る

い
は
製
品
輸
送
業
務

な
ど
に
従
事
し
た
も

の
な
ど
、
身
分
や
勤

務
期
間
の
長
短
は
問

い
ま
せ
ん
。
ま
だ
未

登
録
の
人
は
、
早
急

に
住
所
、
氏
名
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
旧
従
業
員
で
あ
る
こ

と
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
す

で
に
死
亡
さ
れ
た
人
を
知
っ
て

お
ら
れ
る
か
た
は
、
そ
の
人
の

名
前
と
死
亡
時
の
住
所
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
：
〒
7
3
4
広
島
市
霞
町

一
丁
目
二
一
三

広
島
大
学
医
学
部
第
二
内

科
毒
ガ
ス
後
遺
症
検
診
係

あ
て

昭 和49 年 度 施 工

農村総 合整 備モデル事業
着 々 と 完 成

県
下
、
初
の
農
村
総
合
整
備

モ
デ
ル
地
区
の
指
定
を
受
け
た

本
村
で
は
昭
和
4
9
年
度
の
施
行

事
業
と
し
て
、
上
城
、
古
市
、

長
行
、
中

村
、
東
坂

本
、
狩
宿

一
円
部
落

の
道
路
と

用
排
水
路

の
整
備
を

す
る
こ
と

に
な
り
着

々
と
工
事

も
進
ん
で

い
ま
す
。

同
地
区
の

道
路
、
用

排
水
路
が

整
備
さ
れ

明
る
く
住

み
よ
い
環
境
と
な
る
の
も
間
近

で
す
。

な
お
昭
和
5
0
年
度
事
業
と
し

て
は
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

の
建
設
を
予
定
し
て
お
り
。

こ
の
施
設
は
あ
ら
ゆ
る
方
々
の

利
川
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た

多
目
的
施
設
で
、
屋
外
に
は
バ

レ
ー
コ
ー
ト
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

も
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

( 写真は49年度施行事業として整備された

長行部落の排水路)

工　　事　施　　行　　前

工　　事　　施　　行　　後

裁判所をもっと 身近なもの
として 活用しましょう

金
銭
上
の
ト

ラ
ブ
ル
（
貸
金

借
金
、
売
掛
代

金
、
飲
食
代
金

等
）
や
、
交
通

事
故
の
示
談
の

も
つ
れ
や
、
土

地
の
境
界
争
い

な
ど
社
会
生
活

の
上
で
の
紛
争

を
法
に
照
ら
し

て
解
決
す
る
の

が
裁
判
所
の
仕

事
で
す
。

と
こ
ろ
が
「

裁
判
沙
汰
に
ま

で
し
な
く
て
も

」
と
い
う
気
持

が
お
互
い
の
間

に
未
だ
に
根
強
く
残
っ
て
い
る

た
め
で
し
ょ
う
か
、
今
ま
で
は

必
ず
し
も
住
民
の
皆
様
か
ら
裁

判
所
が
充
分
に
活
用
さ
れ
て
い

た
と
は
云
え
ま
せ
ん
で
し
だ
。

そ
こ
で
長
門
簡
易
裁
判
所
で

は
昨
年
1
0
月
に
訓
停
制
度
が
大

幅
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
機
会

に
、
そ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
住

民
の
皆
様
に
も
っ
と
身
近
な
も

の
と
し
て
活
用
し
て
頂
け
る
よ

う
窓
口
事
務
な
ど
を
一
新
し
ま

し
た
。

例
え
ば
訴
訟
で
も
調
停
で
も

原
則
と
し
て
窓
口
で
事
情
を
述

べ
ら
れ
た
上
、
所
定
の
印
紙
を

納
め
て
頂
く
だ
け
で
申
し
立
て

を
受
理
す
る
こ
と
に
す
る
な
ど

、
簡
易
裁
判
所
と
い
う
名
の
示

す
と
お
り
簡
易
迅
速
な
処
理
を

す
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

難
か
し
い
法
律
問
題
や
解
決

困
難
な
紛
争
が
起
き
た
と
き
は

親
戚
や
知
人
に
相
談
す
る
よ
う

な
気
軽
さ
で
裁
判
所
を
利
用
し

て
下
さ
い
。

長
門
簡
易
裁
判
所
で
は
職
員

並
び
に
調
停
委
員
一
同
皆
様
の

信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
研
さ
ん

を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

な
お
長
門
調
停
協
会
で
は
毎

週
水
曜
日
の
午
前
中
、
長
門
簡

易
裁
判
所
で
あ
ら
ゆ
る
も
め
ご

と
に
つ
い
て
ご
相
談
に
応
じ
て

お
り
ま
す
の
で
併
せ
て
ご
利
用

下
さ
い
。長

門
簡
易
裁
判
所

長
門
調
停
協
会
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拠
出
年
金
の

年
金
手
帳
が
変
り
ま
す

こ
れ
ま
で
、
国
民
年
金
、
厚

生
年
金
保
険
及
び
船
員
保
険
に

加
入
し
ま
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
異

っ
た
様
式
に
よ
る
年
金
手
帳
や

被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
一

月
か
ら
は
、
年
金
受
給
権
の
保

護
を
図
る
目
的
で
三
つ
の
年
金

制
度
に
共
通
す
る
年
金
手
帳
を

交
付
す
る
こ
と
に
改
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
年
金
手
帳
は
一
月

二
十
日
以
降
に
、
被
保
険
者
の

資
格
取
得
の
届
出
や
申
出
を
し

た
人
及
び
国
民
年
金
手
帳
の
喪

失
や
き
損
な
ど
に
よ
り
再
交
付

を
申
請
し
た
人
に
限
っ
て
交
付

さ
れ
る
も
の
で
、
す
べ
て
の
人

に
対
し
て
年
金
手
帳
の
交
付
を

行
な
う
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
三
つ
の
年
金
制

度
に
共
通
す
る
年
金
手
帳
を
受

け
た
人
は
、
そ
の
後
厚
生
年
金

保
険
や
船
員
保
険
に
か
わ
っ
た

と
き
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

大
切
に
し
て
下
さ
い
。

ガソリンの無鉛化と

農　　業　　機　　械
鉛
に
よ
る
環
境
汚
染
防
止
対

策
の
一
環
と
し
て
、
一
般
に
広

く
使
用
さ
れ
て
い
る
レ
ギ
ュ
ラ

ー
ガ
ソ
リ
ン
は
無
鉛
ガ
ソ
リ
ン

に
切
り
替
え
ら
れ
、
今
年
２
月

か
ら
無
鉛
ガ
ソ
リ
ン
の
生
産
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
よ
り
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
で
は
無
鉛
化
さ
れ
た
レ
ギ
ュ

ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
が
一
般
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
無
鉛

化
に
伴
い
農

林
業
機
械
の

使
用
に
つ
い

て
は
、
次
の

点
に
留
意
し

て
く
だ
さ
い

①
　
お
手
持

ち
の
農
林

業
機
械
の

う
ち
、
二

条
植
田
植

機
以
外
の

四
サ
イ
ク

ル
ガ
ソ
リ

ン
エ
ン
ジ

ン
を
動
力

源
と
す
る

耕
う
ん
機

テ
イ
ラ
ー
、
四
条
植
田
植
機

バ
イ
ン
ダ
ー
、
防
除
機
、
集

材
機
、
土
場
積
込
機
等
に
つ

い
て
無
鉛
ガ
ソ
リ
ン
の
み
を

使
用
す
る
と
、
排
気
弁
座
が

急
速
に
磨
耗
し
、
は
な
は
だ

し
い
場
合
は
エ
ン
ジ
ン
が
停

止
し
ま
す
。

②
　
こ
の
た
め
、
こ
の
種
の
農

林
業
機
械
に
つ
い
て
は
、
無

鉛
化
さ
れ
た
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ

ソ
リ
ン
２
に
対
し
て
バ
イ
オ

ク
ガ
ソ
リ
ン
を
お
お
む
ね
1

の
割
合
で
混
合
し
て
使
用
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
で
給
油
を
受
け
る

際
、
こ
の
旨
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
（
混
合
ガ
ソ
リ
ン
を

使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
は
、

無
鉛
化
さ
れ
た
レ
ギ
ュ
ラ
ー

ガ
ソ
リ
ン
に
従
来
ど
お
り
潤

滑
油
を
混
合
し
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。
）

③
　
ガ
ソ
リ
ン
の
無
鉛
化
に
伴

い
、
今
後
無
鉛
ガ
ソ
リ
ン
の

使
用
が
可
能
な
農
林
業
機
械

が
販
売
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
機
械
に
は

無
鉛
ガ
ソ
リ
ン
が
使
用
で
き

る
旨
明
示
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー

が
貼
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
購

入
の
際
よ
く
注
囂
し
て
く
だ

さ
い
。

④
　
今
回
の
ガ

ソ
リ
ン
無
鉛

化
に
あ
た
っ

て
、
疑
問
な

点
や
機
械
の

使
用
に
不
審

な
点
が
あ
れ

ば
最
寄
の
農

機
具
販
売
店

に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
ガ

ソ
リ
ン
の
給

油
に
つ
い
て

は
、
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド

で
も
相
談
に

応
じ
て
く
れ

ま
す
。

国 保「保険 証」は 必ず
検認を受けましょう

現
在
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
が
使
用
さ
れ
て
い
る
被
保
険

者
証
（
保
険
証
）
は
本
年
３
月

3
1
日
で
有
効
期
限
が
満
了
い
た

し
ま
す
。

そ
こ
で
、
有
効
期
間
を
1
ヵ

年
延
長
の
検
認
を
3
月
中
に
す

る
た
め
部
落
長
さ
ん
が
保
険
証

を
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
す
の
で

準
備
し
て
お

い
て
下
さ
い

学
生
や
、

出
稼
ぎ
な
ど

で
学
や
特
の

保
険
証
を
受

け
て
お
ら
れ

る
方
は
早
目

に
準
備
し
て

お
い
て
下
さ

い
。こ

の
有
効

期
限
延
長
の

検
認
が
す
ん

で
な
い
と
４

月
1
日
以
降
国
保
診
療
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
必
ず
検
認
を
受
け
て
下
さ
い

・
保
険
証
は
大
切
な
も
の
で
す

か
ら
破
っ
た
り
紛
失
し
な
い
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
保
険
証
は
お
医
者
さ
ん
に
か

か
る
と
き
は
、
必
ず
窓
口
に
出

し
、
す
ん
だ
ら
必
ず
も
ら
っ
て

帰
り
ま
し
ょ
う
。

新
入
学
・
入
園
児
に

交
通
教
育
を

新
し
い
希
望
に
満
ち
て
近
く

小
学
校
や
保
育
園
に
入
ら
れ
る

ご
家
庭
の
皆
さ
ん
、
待
ち
に
待

っ
た
お
子
さ
ん
の
晴
れ
の
日
も

間
近
で
す
。
子
供
達
も
胸
を
ふ

く
ら
ま
せ
て
待
ち
続
け
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
な
れ
な
い
道
を

一
人
で
通
う
我
が
子
の
た
め
に

交
通
安
全
教
育
（
し
つ
け
）
を

し
っ
か
り
し
た
い
も
の
で
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
、
こ

の
よ
ろ
こ
び
が
一
瞬
の
う
ち
に

悲
し
み
に
変
る
こ
と
の
な
い
よ

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
、
可
愛
い

子
供
の
た
め
に
、
毎
日
き
ま
っ

て
往
復
す
る
道
順
を
前
以
っ
て

教
え
て
置
く
こ
と
は
勿
論
の
こ

と
、
車
の
多
い
道
路
や
、
鉄
道

の
踏
切
、
横
断
歩
道
の
渡
り
方

等
、
小
さ
な
所
に
気
を
く
ば
り

子
供
と
一
緒
の
現
場
教
育
が
大

切
で
す
。
し
か
も
そ
の
教
育
が

早
目
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
が
大

事
と
云
え
ま
し
ょ
う
。

◎
し
つ
け
の
重
点

1
、
交
通
ル
ー
ル
を
正
し
く
守

る
こ
と
。

２
、
道
路
が
遊
び
場
に
な
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
。

3
、
道
路
へ
の
と
び
出
し
は
禁

物
。

４
、
車
に
気
を
付
け
る
外
、
車

の
ま
わ
り
で
遊
ば
な
い
こ
と

５
、
し
つ
け
は
「
し
つ
づ
け
る

」
こ
と
。
毎
日
毎
晩
家
族
の

話
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
子

供
と
一
緒
に
考
え
る
こ
と
。

保
健
婦
だ
よ
り

な
ぜ
「
か
ぜ
」
を
ひ
く
の
か
？

か
ぜ
は
最
も
あ
り
ふ
れ
た
病

気
で
乳
児
か
ら
老
人
ま
で
、
一

人
が
一
年
間
に
約
６
～
７
回
か

か
る
と
い
わ
れ
、
寒
い
季
節
に

断
然
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、
寒
さ

が
か
ぜ
の
原
囚
だ
と
考
え
が
ち

で
す
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
か

ぜ
の
直
接
の
原
因
で
は
な
い
の

で
す
。

か
ぜ
を
起
こ
す
の
は
細
菌
よ

り
も
さ
ら
に
小
さ
な
ウ
イ
ル
ス

の
し
わ
ざ
な
の
で
す
。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
百
数
十
種

類
も
あ
っ
て
い
つ
も
わ
た
し
た

ち
の
ま
わ
り
に
ウ
ヨ
ウ
ヨ
し
て

い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
つ
も
か
ぜ
を
ひ
か
な
い
と
い

う
の
は
普
段
私
た
ち
に
免
疫
が

で
き
、
紙
抗
力
が
っ
い
て
い
る

か
ら
で
す
。

と
こ
ろ
が
寒
さ
や
冷
え
に
よ

っ
て
一
時
的
に
の
ど
や
鼻
の
粘

膜
が
貧
血
状
態
に
な
り
抵
抗
力

が
衰
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
ウ
イ
ル
ル
ス
が
活
発
に
活

動
を
始
め
繁
殖
す
ろ
す
き
を
与

え
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
鼻
水
鼻

づ
ま
り
、
く
し
ゃ
み
、
の
ど
の

痛
み
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
あ

ら
わ
れ
「
か
ぜ
を
ひ
く
」
と
い

う
症
状
に
な
る
わ
け
で
す
。
か

ぜ
を
ひ
く
き
っ
か
け
（
間
接
的

な
原
因
）
は
寒
さ
冷
え
だ
け
で

な
く
疲
労
や
栄
養
不
足
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
か
ぜ
を
防
ぐ

に
は
ま
ず
油
断
を
し
な
い
こ
と

少
々
の
こ
と
で
は
か
ぜ
を
ひ
か

な
い
と
い
う
も
と
も
と
の
体
力

や
抵
抗
力
を
つ
け
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

か
ぜ
を
防
ぐ
日
常
生
活

・
栄
養
を
十
分
に

植
物
油
で
料
理
さ
れ
た
食

事
を
タ
ッ
プ
リ
と
り
脂
肪
分

の
補
給
を
。

た
ん
白
質
、
脂
肪
、
糖
質

ビ
タ
ミ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
を
、

・
十
分
な
唾
眠

早
寝
、
早
起
き
の
習
慣
を

つ
け
疲
れ
を
残
さ
な
い
よ
う

に
。

・
体
力
を
つ
け
よ
う

精
神
力
が
み
な
ぎ
っ
て
い

る
と
き
は
、
な
か
な
か
病
気

な
ど
し
ま
せ
ん
。

・
油
断
は
禁
物

な
に
こ
の
く
ら
い
と
い
う

寒
さ
に
対
す
る
甘
い
態
度
、

気
温
の
変
化
に
対
す
る
無
頓

着
、
湯
ざ
め

・
日
光
浴
も
効
果
あ
り

香 月 泰 男 遺 作 展
伝統の萩焼 と 高麗茶碗

古　　 萩 名品展

４ 月20 日 ～ ５ 月11 日

「
香
月
泰
男
遺
作
展
」
と
「

伝
統
の
萩
焼
と
高
麗
茶
碗
古
萩
名
品

展
が
山
口
県
教
育
委
員
会
の
主

催
で
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま

す
。香

月
泰
男
遺
作
展

◎
会
期昭

和
5
0
年
４
月
2
0
日
か
ら
５

月
1
1
日
（
2
2
日
間
無
休
）

◎
会
場山

口
県
立
山
口
博
物
館
３
階

特
設
会
場

◎
展
示
内
容

香
月
泰
男
遺
作
展
（
シ
ベ
リ

ヤ
シ
リ
ー
ズ
ほ
か
約
1
2
0
点
）

◎
観
覧
料

（
個
　
　
人
）
（
団
体
2
0
人
以
上
）

大
人
　
2
5
0
円
　
2
0
0
円

高
・
大
生
　
1
5
0
円
　
　
1
0
0
円

小
・
中
生
　
1
0
0
円
　
　
5
0
円

伝
統
の
萩
焼
と
高
麗
茶
碗
古
萩
　

名
品
展

◎
会
期昭

和
5
0
年
４
月
2
6
日
か
ら
５

月
1
1
日
ま
で
（
期
間
中
無
休
）

◎
会
場山

口
県
立
山
口
博
物
館
２
階

特
設
会
場

◎
出
品
作
品

国
宝
大
井
戸
喜
左
衛
門
（
京

都
大
徳
寺
孤
篷
庵
所
蔵
品
）

ほ
か
高
麗
茶
碗
、
古
萩
約
4
0

点日
本
工
芸
会
員
　
人
間
国
宝

三
輪
休
和
、
三
輪
休
雪
、
坂

高
麗
左
衛
門
、
坂
田
泥
華
、

坂
倉
新
兵
衛
、
田
原
陶
兵
衛

出
品
約
5
5点

( 入学・入園シーズン)

児 童 を交 通 事 故から
守 り ま し よ う

高
校
通
信
制
の

生
　
徒
　
募
　
集

県
立
山
口
高
等
学
校
に
は
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で

も
、
働
き
な
が
ら
学
べ
る
通
信

制
課
程
（
普
通
科
、
衛
生
看
護

科
）
が
お
か
れ
て
お
り
、
現
在

千
四
百
人
の
生
徒
が
学
ん
で
い

ま
す
。

学
習
は
規
定
の
テ
キ
ス
ト
を

中
心
に
、
時
に
は
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
も
活
用
し
て
規
定
の
レ
ポ

ー
ト
を
作
成
提
出
し
添
削
指
導

を
受
け
ま
す
。
そ
し
て
４
年
間

で
規
定
の
単
位
を
と
れ
ば
山
口

高
校
の
卒
業
生
と
な
る
わ
け
で

す
。ま

た
、
ひ
と
月
に
２
回
、
日

曜
日
を
利
用
し
て
県
下
８
会
場

で
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
面
接
授
業

）
を
行
い
、
授
業
だ
け
で
な
く

生
活
一
般
に
つ
い
て
も
指
導
、

助
言
を
し
て
い
ま
す
。

通
信
制
の
出
願
期
間
は
、
昭

和
5
0
年
3
月
1
5
日
か
ら
４
月
1
5

日
ま
で
で
す
。
募
集
要
項
、
入

学
案
内
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は

山
口
市
糸
米
一
-
九
-
一
、
県

立
山
口
高
等
学
校
通
信
制
。
電

話
〇
八
三
九
二
と
八
五
一
一
番
へ

昭和50 年度 交 通災 害 共 済
会 員 募 集 中

期間　50年４月１日～51年3月31日

掛金　１人500円（15才以下の小人300円）

３ 月のテレビ放送

フジ テレ ビ（一 般向け）

その ときあなたは ？

- くらしの中の防災-

毎 週月曜日放送

16日　春先の防火知識

23日　地震に対する

基礎知識（その1）

30日　　　〃

（ その ２ ）

日本テレビ（主婦向け）

ごぞんじですか

- 防災ミ二百科-

毎週土曜日放 送

15日　たき火による
火災をなく そう

22日　活躍す る

少年消防 クラブ

29日　あなたのま ちの

震災対策

防 災 対 策 広 報 番 組

お知らせ
長門地区消防本部

1月中の火災
長門 市　２件

どらら も山火事でタバ コの
投げ 捨てが原 因です。

※ 春の火災予防運動実施中！
２月28日～3月13日

全国 統一標語

｢生活 の　一 部にしよ う
火の点 検｣

山火事防止運動

｢また事ると　山に誓って

火の始末｣

（1） わが家 の防火
ア、火 を使う場所の点検を励 行し

まし ょう

イ、外出や 、寝 る前には火の元 の
点 検をし ましょう

ウ、寝 たばこはやめましょ う

（2） 山野の防火
ア、たきびのあと始末は完全に消

し まし ょう
イ、火 入れの許可は必ずとりまし

ょう

毎月19日は防火の日　毎日夜９時は防火の時間　９がつく日（9日、19日、29日）
の 防 火 の 時 間 に は サ イレ ンが 嗚 り ます

タバコの投

げすてはしな

いでください
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